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２
面
…
●
時
論
「
包
摂
的
社
会
保
障

の
充
実
を
」

　
　
　

●
解
説
電
子
処
方
箋
に
リ

フ
ィ
ル
対
応

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

 表  本会発言通告テーマ

①
「
物
価
・
人
件
費
の
変
動
に
即
応
で
き
る
診
療
報
酬
体
系
を
」（
立
花
代
議
員
）

②
「
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る『
か
か
り
つ
け
医
』制
度
を
」（
伊
藤
代
議
員
代
理
）

③
「
歯
科
に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ
の
現
状
に
つ
い
て
」（
野
川
代
議
員
）

④
「
継
続
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
の
働
き
掛
け
を
」（
立
花
代
議
員
）

講師の小堀善則理事(左)と川上智史氏

 

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
急

速
に
進
行
し
て
い
る
。
国
は

強
引
な
手
法
で
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
し
進
め
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
ぎ
、
底
な
し
の
様
相
を

呈
す
る
。
住
民
票
・
印
鑑
登

録
証
明
書
の
誤
交
付
や
、
公

金
受
取
口
座
な
ど
の
誤
登
録
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」へ
の
別
人

情
報
の
紐
付
け
も
判
明
し

た
。
あ
ま
り
に
も
性
急
な
デ

ジ
タ
ル
化
が
ミ
ス
を
招
い
て

い
る
。
そ
れ
が
本
質
的
な
問

題
だ
▼
医
療
Ｄ
Ｘ
の
活
用
は

重
複
投
薬
や
重
複
検
査
の
効

率
化
な
ど
、
安
心
で
安
全
な

質
の
高
い
医
療
提
供
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
だ
。
そ
れ
に

は
紐
づ
け
る
デ
ー
タ
の
正
確

性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▼
別
人
情
報
の
紐
付

け
な
ど
、
医
療
に
関
す
る
不

正
確
な
デ
ー
タ
は
医
療
事
故

を
招
き
、
国
民
の
健
康
や
生

命
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
る
。
医
療
の
質
向

上
と
は
真
逆
の
事
態
を
招
く

▼
何
ら
不
都
合
な
く
使
え
る

保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
へ

の
懸
念
が
広
が
り
、
批
判
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。「
保
険

証
廃
止
撤
回
」
の
地
道
な
運

動
が
、
少
し
ず
つ
国
民
に
支

持
さ
れ
、
世
論
調
査
の
変
化

に
つ
な
が
っ
た
。
世
論
は
保

険
証
廃
止
反
対
に
傾
い
た
。

何
事
も
急
ぎ
過
ぎ
は
ミ
ス
に

つ
な
が
る
。
い
っ
た
ん
止
ま

り
見
直
し
が
必
要
だ
。（
あ
）

マイナ保険証マイナ保険証
「トラブル事例調査」で世論が変化「トラブル事例調査」で世論が変化

6月28日  保団連  第３回代議員会

告
し
た
。

　

討
論
で
は
全
国
の
保
険
医

協
会
・医
会
か
ら
１
２
０
題
の

発
言
が
あ
り
、本
会
か
ら
も

４
題
の
発
言
を
行
っ
た   

表  

。

　

最
後
に
、保
険
証
の
存
続
・

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
撤
回
、
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
等
の
抜
本
引
き
上
げ
、

歯
科
材
料
「
金
パ
ラ
」
の
逆

ザ
ヤ
解
消
な
ど
、
11
項
目
の

要
求
を
掲
げ
た
総
会
決
議
が

提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
１
０
７
名
の
代

議
員
が
参
加
、
本
会
か
ら
は

立
花
、
野
川
、
伊
藤
各
副
会

長
が
代
議
員
、
代
議
員
代
理

と
し
て
参
加
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
住
江
会
長

は
、
一
連
の
マ
イ
ナ
保
険
証

の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
痛
烈

に
批
判
し
た
。
全
国
の
各
協

会
の
協
力
の
も
と
、
ト
ラ
ブ

ル
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

連
日
報
道
さ
れ
国
民
の
関
心

を
集
め
た
と
運
動
を
評
価
。

「
直
ち
に
運
用
を
停
止
し
、全

件
の
チ
ェ
ッ
ク
、
全
容
を
解

明
し
解
決
策
、
再
発
防
止
を

国
民
に
指
し
示
す
こ
と
が
重

要
」
と
訴
え
た
。

　

会
務
報
告
で
は
、「
保
険
証

廃
止
法
案
」
の
廃
案
に
向
け

た
取
り
組
み
と
今
後
の
運
動

が
提
起
さ
れ
た
。
竹
田
保
団

連
副
会
長
の
参
議
院
で
の
参

考
人
質
疑
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例

調
査
の
公
表
に
よ
り
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
論
調
も
大
き
く
変

化
し
、
世
論
も
保
険
証
廃
止

反
対
に
傾
い
た
と
成
果
を
報

　

7
月
1
日
、
施
設
基
準
の

届
出
等
に
必
要
な
歯
科
の
研

修
会
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開

催
し
全
道
か
ら
会
員
約
２
２

０
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
、
野
川
副
会
長

の
挨
拶
の
後
に
、
１
部
は
本

会
歯
科
部
の
小
堀
善
則
理
事

に
よ
る
「
歯
科
医
療
安
全
に

現
行
保
険
証
を
継
続
さ
せ
よ

現
行
保
険
証
を
継
続
さ
せ
よ

不
安
払
拭
で
き
な
い
マ
イ
ナ
保
険
証

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
）
関
連
の
不
具
合
が
連
日
マ
ス
コ
ミ

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
保
険
証
を
同
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る
政
府
方
針
に
対
し
て
国
民
の

72
％
が
延
期
、
撤
回
を
求
め
て
い
る
。
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
は
原
因
を
個
人
、
自
治
体

の
責
任
に
転
嫁
し
、
自
ら
へ
の
リ
ス
ク
回
避
と
も
い
え
る
姑
息
的
見
直
し
を
指
示
し
て

い
る
が
、
大
規
模
な
医
療
現
場
の
混
乱
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
返
納
が
相
次
ぐ
中
、
第
３
者

の
速
や
か
な
検
証
を
実
施
す
る
べ
き
だ
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
ず
さ
ん

な
実
態
が
表
面
化
し
た
。
公

表
さ
れ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
公

金
受
取
口
座
で
別
人
の
誤
登

録
７
４
８
件
、
家
族
名
義
誤

登
録
が
約
13
万
件
あ
り
、
資

産
・
出
生
・
医
療
・
年
金
・
福

祉
関
係
な
ど
の
個
人
情
報
の

誤
紐
付
け
が
７
３
７
２
件（
厚

労
省
）。
紐
付
き
情
報
は
４

桁
暗
証
番
号
の
入
力
で
個
人

の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
誰

で
も
閲
覧
で
き
る
が
、
本
人

が
誤
情
報
を
訂
正
、
解
除
す

る
手
段
は
な
い
。
マ
イ
ナ
保

険
証
で
は
受
診
歴
や
薬
剤
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
情
報
を
含

む
誤
っ
た
紐
付
け
が
60
件
あ

り
（
同
省
）
重
篤
な
疾
病
や

外
部
流
出
を
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
更
に
、
７
月
５
日
、
保

団
連
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く

と
も
１
０
８
万
件
発
生
す
る

と
推
計
し
た
。
厚
労
省
公
表

数
は
氷
山
の
一
角
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し

て
河
野
大
臣
は
「
個
人
、
自

治
体
の
シ
ス
テ
ム
の
誤
り
、

ロ
グ
ア
ウ
ト
忘
れ
な
ど
様
々

で
あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
に

起
因
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
」「
自
治
体
や
健
保
組
合
な

ど
約
３
６
０
０
の
機
関
に
対

し
29
項
目
の
点
検
を
指
示
し

た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

明
ら
か
な
問
題
の

明
ら
か
な
問
題
の��

��

す
り
替
え

す
り
替
え

　

し
か
し
29
項
目
は
点
検
す

る
側
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
で
は

な
い
。
①
健
康
保
険
証
④
予

防
接
種
⑬
税
・
所
得
⑯
年
金

㉙
労
災
等
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
で
閲
覧
で
き
る
項
目
で
あ

る
。本
人
よ
り
も
、行
政
や
企

業
が
利
活
用
す
る
た
め
の
項

目
だ
。
当
初
の
４
項
目
か
ら

29
項
目
に
増
え
、
今
後
更
に

運
転
免
許
証
が
紐
付
き
に
な

る
と
、
匿
名
化
さ
れ
て
も
個

人
情
報
は
丸
裸
同
然
と
な
り
、

国
内
外
へ
の
流
出
が
危
険
視

さ
れ
る
。
岸
田
総
理
は
総
点

検
を
指
示
し
た
が
、
即
座
に

厚
労
大
臣
は
無
理
だ
と
否
定

し
た
。デ
ジ
タ
ル
庁
は「
リ
ス

ク
の
高
い
事
項
」に
限
っ
て

点
検
す
る
と
し
て
い
る
が
、

対
象
も
方
法
も
第
三
者
の
関

与
も
不
明
だ
。
や
っ
た
ふ
り

点
検
で
お
茶
を
濁
し
、政
権

へ
の
リ
ス
ク
回
避
が
目
的
と

思
わ
れ
る
が
、解
体
さ
れ
る
前

の
社
会
保
険
庁
の
よ
う
に
、

海
外
の
下
請
け
に
情
報
が
漏

出
す
る
リ
ス
ク
は
な
い
の
か
。

疑
惑
１

疑
惑
１��

　
利
益
相
反
は
な
い
か

　
利
益
相
反
は
な
い
か

　

第
９
波
の
懸
念
の
中
、
５

月
か
ら
６
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
。

出
遅
れ
を
取
り
戻
す
か
の
よ

う
な
頻
回
な
接
種
で
、
今
や

世
界
有
数
の
購
入
大
国
で
あ

る
。
４
社
で
８
億
８
２
０
０

万
回
、２
兆
４
０
３
７
億
円
、

国
民
７
回
相
当
分
の
契
約
だ

が
、
今
年
３
月
ま
で
に
７
７

８
３
万
回
分
が
期
限
切
れ
で

廃
棄
さ
れ
た
。
欧
州
議
会
に

呼
ば
れ
た
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の

幹
部
が
「
発
売
前
に
感
染
予

防
の
テ
ス
ト
は
し
て
い
な
い
」

と
発
言
し
た
の
で
議
会
は
大

紛
糾
し
た
。
同
社
は
各
国
と

の
周
到
な
契
約
で
、
副
作
用

に
責
任
は
持
た
な
い
、
訴
追

で
国
内
法
の
適
用
は
受
け
な

い
等
の
条
件
を
付
け
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
激
怒
し
契
約
を

破
棄
し
経
過
を
公
表
し
た
。

日
本
の
契
約
の
詳
細
は
国
会

で
回
答
拒
否
さ
れ
た
。

　

一
方
、
我
々
は
４
億
件
以

上
の
接
種
と
Ｈ
Ｅ
Ｒ

−

Ｓ
Ｙ

Ｓ
入
力
を
し
た
が
、
厚
労
省

か
ら
数
十
名
の
関
連
死
と
約

２
千
名
の
因
果
関
係
不
明
死

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

詳
細
な
分
析
を
活
用
し
た
い
。

疑
惑
２

疑
惑
２��

��

顔
認
証
の
不
思
議

顔
認
証
の
不
思
議

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
本
人
確

認
の
顔
認
証
が
核
心
で
あ
る
。

中
国
の
厳
重
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
は
毎
秒
数
百
人
の
顔
認
証

可
能
な
監
視
体
制
が
あ
る
た

め
と
言
わ
れ
た
。
日
本
に
は

英
米
豪
の
警
察
を
は
じ
め
、世

界
70
か
国
に
技
術
販
売
し
て

い
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
あ
る
が
、
医

療
機
関
の
顔
認
証
は
何
故
ポ

ン
コ
ツ
な
の
か
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

聞
く
と
、
使
用
す
る
機
器
メ

ー
カ
ー
は
国
が
選
定
し
て
い

る
ら
し
い
が
、
詳
細
不
明
だ
。

な
り
す
ま
し
に
無
防
備

な
り
す
ま
し
に
無
防
備

　

施
設
入
所
者
や
認
知
症
患

者
の
暗
証
番
号
管
理
を
ど
う

す
る
の
か
。
２
０
２
５
年
に

は
高
齢
者
が
３
５
０
０
万
人

に
な
る
が
、
当
初
の
懸
念
は

全
く
解
消
さ
れ
て
な
い
。
更

に
裏
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
情

報
は
丸
見
え
で
、
制
度
は
欠

陥
そ
の
も
の
だ
。
ア
メ
リ
カ

で
は
社
会
保
障
番
号
は
絶
対

に
持
ち
歩
か
な
い
。
最
近
も

２
５
０
０
万
人
、
１
億
人
以

上
の
漏
洩
事
件
が
起
き
た
。

日
本
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、
マ

イ
ナ
保
険
証
は
世
界
の
潮
流

と
逆
行
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
２
０
２
６
年
の
新

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
ま
で
現
行
の

保
険
証
を
有
効
に
し
、
医
療

Ｄ
Ｘ
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
別

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

体
的
対
応
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

川
上
氏
は
歯
科
外
来
診
療

に
お
け
る
環
境
体
制
の
整
備
、

医
療
事
故
へ
の
対
応
に
つ
い

て
講
演
。
高
齢
社
会
の
現
状

を
踏
ま
え
、
歯
科
訪
問
診
療

の
現
状
、
認
知
症
高
齢
者
の

治
療
上
の
留
意
点
や
一
般
歯

科
治
療
で
の
永
久
歯
エ
ナ
メ

ル
質
初
期
う
蝕
や
根
面
う
蝕

に
対
す
る
フ
ッ
素
塗
布
の
有

効
性
や
歯
周
治
療
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
２
０
２
０
を
踏
ま
え

た
重
症
化
予
防
な
ど
に
つ
い

て
詳
説
し
た
。
最
後
に
今
後

の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
を

見
据
え
、
自
分
た
ち
の
現
状

で
実
現
可
能
な
対
策
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
締
め

く
く
っ
た
。
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
後
日
修
了
証

が
送
付
さ
れ
た
。

関
す
る
研
修
会
」、２
部
は
北

海
道
医
療
大
学
予
防
医
療
科

学
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の

川
上
智
史
氏
を
講
師
に
迎
え

て
「
歯
科
各
種
施
設
基
準
各

種
届
出
に
係
る
研
修
会
」
を

行
っ
た
。

　

本
研
修
会
の
受
講
に
よ
り

「
歯
科
外
来
診
療
の
院
内
感

染
防
止
対
策
に
係
る
標
準
予

防
策
及
び
新
興
感
染
症
に
対

す
る
対
策
」「
医
薬
品
・
医
療

機
器
の
安
全
管
理
体
制
の
整

備
」「
診
療
放
射
線
に
係
る
安

全
管
理
」「
歯
科
外
来
診
療
環

境
体
制
」「
院
内
感
染
防
止
対

策
」「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
」「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所

（
か
強
診
）」
に
係
る
研
修
要

件
を
満
し
、
新
規
届
出
、７
・

１
報
告
が
可
能
と
な
る
。

　

小
堀
理
事
は
歯
科
診
療
所

に
お
け
る
医
療
安
全
へ
の
取

組
と
し
て
、
院
内
の
医
療
安

全
指
針
策
定
の
方
法
や
従
業

員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
方

法
な
ど
を
解
説
。
令
和
４
年

改
定
で
見
直
さ
れ
た
歯
科
点

数
表
の
初
診
料
の
注
１
に
規

定
す
る
施
設
基
準
第
２
の
７

１
（
３
）「
院
内
感
染
防
止
対

策
に
係
る
標
準
予
防
策
及
び

新
興
感
染
症
に
対
す
る
対
策
」

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
な
っ
た
具

歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

��

｜
｜
｜
｜
｜
｜  

約
２
２
０
人
が
参
加

約
２
２
０
人
が
参
加
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岸
田
政
権
は
骨
太
方
針

２
０
２
３
で
、
賃
金
や
設

備
・
研
究
開
発
投
資
等
を

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
考

え
、
人
や
国
内
へ
の
投
資

を
促
進
す
る
政
策
を
「
新

し
い
資
本
主
義
」
と
呼
ん

だ
。
費
用
へ
の
適
切
な
転

嫁
に
よ
り
利
潤
を
確
保
し
、

高
い
賃
金
を
持
続
で
き
る

構
造
的
賃
上
げ
を
実
現
す

る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

非
営
利
で
あ
る
医
療
等

で
の
社
会
保
障
を
充
実
す

る
た
め
に
は
診
療
報
酬
の

拡
充
が
必
須
で
あ
る
。
医

療
機
関
の
自
助
努
力
だ
け

で
は
医
療
体
制
の
充
実
や

職
員
給
与
の
増
額
は
困
難

だ
。
し
か
し
政
府
は
、
社

会
保
障
の
伸
び
を
高
齢
者

医
療
の
自
然
増
の
範
囲
内

に
抑
え
る
と
し
、
社
会
保

障
の
抑
制
を
続
け
た
。
30

年
ぶ
り
の
物
価
高
騰
は
医

療
機
関
経
営
を
直
撃
し
大

規
模
な
医
療
提
供
体
制
の

崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
。
医

療
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

早
急
に
達
成
す
る
必
要
が

あ
り
、
診
療
報
酬
の
充
実

は
処
遇
改
善
に
よ
る
消
費

行
動
を
促
し
経
済
の
好
循

環
を
生
み
出
す
。

　

我
が
国
の
出
生
数
は
減

少
を
続
け
、
人
口
は
２
０

０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
、つ
い

に
減
少
期
に
至
っ
た
。今
、

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
に

よ
る
処
遇
改
善
を
実
施
し

な
け
れ
ば
、
現
職
の
医
療

従
事
者
も
今
後
医
療
職
を

目
指
す
若
い
世
代
の
獲
得

も
望
め
な
い
だ
ろ
う
。
医

療
・
介
護
、
保
育
、
教
育

分
野
で
も
、
深
刻
な
人
手

不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
医
療
経
営
は
困

窮
し
人
材
不
足
が
続
く
だ

ろ
う
。

　

少
子
高
齢
化
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
か
ら
久
し
い
が
、

政
府
の
少
子
化
対
策
は
十

分
な
効
果
を
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
出
産
育
児
・
教

育
に
国
を
挙
げ
た
支
援
の

た
め
に
、
十
分
な
財
源
や

人
材
を
確
保
す
べ
き
だ
。

こ
ど
も
医
療
費
の
無
償
化

拡
大
、
社
会
的
保
育
の
充

実
、
画
一
的
教
育
の
見
直

し
、
各
自
に
合
っ
た
学
び

を
得
ら
れ
る
取
組
、
い
じ

め
の
予
防
対
策
の
徹
底
、

学
校
で
の
適
応
障
害
や
不

登
校
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
制
度
の
導
入
も
必
要
だ
。

　

今
後
、
過
度
な
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
は
医
療
提
供
体
制

の
縮
小
す
ら
起
こ
し
得

る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
の
目
標
達

成
が
困
難
な
医
療
機
関
が

淘
汰
さ
れ
る
事
が
な
い
よ

う
配
慮
す
べ
き
だ
。
医
療

現
場
や
自
然
災
害
現
場
で

は
従
来
の
保
険
証
が
よ
り

機
能
し
て
い
る
。
強
直
的

な
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
で
は
な

く
、
紙
カ
ル
テ
や
従
来
の

保
険
証
、
ア
ナ
ロ
グ
通
信

の
利
用
も
並
行
し
て
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

包
摂
的
社
会
保
障
の
充
実
を

 図2  口頭同意：医療機関・薬局の対応事項（厚労省資料より）

 図1  今後の電子処方箋スケジュール（厚労省資料をもとに作成）

電
子
処
方
箋
に
リ
フ
ィ
ル
対
応

電
子
処
方
箋
に
リ
フ
ィ
ル
対
応

︱︱
1010
月
頃
に
も
プ
レ
運
用

月
頃
に
も
プ
レ
運
用

　
厚
労
省
は
６
月
８
日
、
電
子
処
方
箋
等
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）を

初
開
催
し
た
。
電
子
処
方
箋
に
リ
フ
ィ
ル
処
方
に
対
応
す
る
機
能
を
追
加
す
る
ほ

か
、
患
者
か
ら
口
頭
で
同
意
を
得
た
場
合
に
重
複
投
薬
な
ど
に
該
当
す
る
過
去
の

薬
剤
情
報
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
運
用
を
改
め
る
方
針
で
、
い
ず
れ
も
10
月
ご
ろ

の
プ
レ
運
用
開
始
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

今
後
の
機
能
拡
充

今
後
の
機
能
拡
充

�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

Ｗ
Ｇ
で
は
、
政
府
の
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
が
６
月
上
旬

に
示
し
た
改
革
の
工
程
表
を

具
体
化
す
る
。
工
程
表
に
は

「
２
０
２
３
年
度
内
に
リ
フ

ィ
ル
処
方
等
の
機
能
拡
充
を

実
施
す
る
ほ
か
、
２
０
２
４

年
度
以
降
、
院
内
処
方
へ
の

機
能
拡
充
や
重
複
投
薬
等
チ

ェ
ッ
ク
の
制
度
向
上
な
ど
に

取
り
組
む
」
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
、口
頭
同

リ
フ
ィ
ル
処
方
、口
頭
同

意
、
意
、1010
月
頃
に
プ
レ
運
用

月
頃
に
プ
レ
運
用

　

初
回
の
議
論
で
は
、
電
子

処
方
箋
へ
の
リ
フ
ィ
ル
処
方

な
ど
の
機
能
追
加
が
注
目
さ

れ
た
。
現
状
の
電
子
処
方
箋

は
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
に
対
応

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
10

月
頃
を
目
安
に
リ
フ
ィ
ル
処

方
に
必
要
な
情
報
を
含
む
電

子
処
方
箋
を
発
行
で
き
る
よ

う
機
能
を
リ
リ
ー
ス
す

る
図
１
。

　

同
時
期
に
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

解　説

カ
ー
ド
（
医
師
等
の
資
格
保

有
証
明
を
電
子
的
に
行
う
カ

ー
ド
）
に
加
え
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
以
下
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
）
で
資
格
を
認
証
で
き

る
仕
組
み
を
実
装
、
口
頭
同

意
に
関
す
る
改
修
を
予
定
し

て
い
る
図
２
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
の

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
の

�

電
子
署
名
も
可
能
に

電
子
署
名
も
可
能
に

　

電
子
処
方
箋
は
患
者
が
受

付
時
に
情
報
の
開
示
の
可
否

を
機
械
で
選
択
す
る
が
、
そ

の
後
診
察
な
ど
で
患
者
か
ら

口
頭
で
修
正
の
希
望
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
電
子
処
方
箋

の
シ
ス
テ
ム
上
で
同
意
の
有

無
を
変
更
で
き
な
い
問
題
が

あ
っ
た
。
こ
の
実
態
を
受
け

て
仕
組
み
を
追
加
す
る
。

　

認
証
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
が
前

提
と
な
っ
て
い
た
が
、
デ
ジ

タ
ル
庁
等
に
お
い
て
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
と
紐
づ
け
を
行
い
、同

カ
ー
ド
で
も
電
子
処
方
箋
へ

の
電
子
署
名
が
可
能
と
す
る
。

　

電
子
処
方
箋
の
導
入
・
運

用
状
況
は
未
だ
低
調
で
あ
り
、

今
年
４
月
末
時
点
で
運
用
し

て
い
る
医
療
機
関
は
薬
局
を

除
く
と
３
０
０
に
も
満
た
な

い
。
政
府
は
こ
れ
か
ら
機
能

の
追
加
・
拡
充
を
重
ね
て
い

く
と
し
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｇ
の

構
成
員
か
ら
は
、
五
月
雨
式

の
機
能
追
加
は
現
場
の
負
担

が
増
す
と
し
て
、
一
定
程
度

の
機
能
を
ワ
ン
パ
ッ
ク
に
し

て
導
入
す
る
よ
う
意
見
が
出

さ
れ
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

国
民
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を

持
た
せ
て
使
わ
せ
る
た
め
に
、

電
子
処
方
箋
の
改
修
が
行
わ

れ
て
い
く
が
、
肝
心
の
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
不

適
切
な
事
例
が
相
次
い
で
判

明
し
て
い
る
。
投
薬
・
治
療

情
報
の
取
り
違
え
は
疾
病
の

急
性
増
悪
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
を
は
じ
め
、
重
大
な
医

療
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
不
都
合
な
事
態
が
起
き

た
と
し
て
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
あ
り
き
で
、
強
引
に
進
め

る
の
で
は
な
く
、
基
盤
と
な

る
体
制
を
見
直
し
て
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

追加機能リリース ※ リフィル、口頭同意、マイナカードによる電子署名　等

プレ運用期間（仮）
2023.10
~

2024.３

2023.10

さらに追加機能をリリース ※ 調剤済み電子処方箋の預かりサービス　等2024.３頃

　後発医薬品の供給停止等が続き、代替後発医薬品の入手が困難と
なっている現状を踏まえ、後発品を使用した診療報酬の点数（後発
医薬品使用体制加算（入院）、外来後発医薬品使用体制加算）につい
て臨時的な取扱いが示されている。対象の医療機関は忘れずに北海
道厚生局へ報告いただきたい。

報告様式
（様式は北海道厚生局のHPに掲載）
様式１－１　：後発医薬品使用体制加算
様式１－２　：外来後発医薬品使用体制加算

報告の対象医療機関
・ 2023年７月～９月診療分の上記点数の算定に係る実績について、
今回の臨時的取扱いを適用した医療機関

・ 2023年４月～６月診療分の上記点数の算定に係る実績の報告を行
った医療機関

報告期限
いずれの場合も2023年９月29日（金）まで

留意事項
・ 臨時的取扱いを適用する際、割合の算定対象から除外可能な品目
が定められている。除外可能な品目については、令和４年４月以
降の算出においては別添２-２【「後発医薬品使用体制加算等にお
ける加算等の算定対象から除外する品目（令和５年４月１日以降）」
を参照】の医薬品が除外対象となっているため一度確認されたい。
ただし一部の成分の品目のみ算出対象から除外することは認めら
れないため注意されたい。

・ 臨時的取扱いは１カ月ごとに適用できる。加算等の施設基準につ
いて直近３カ月の新指標の割合の平均を用いる場合は、当該３カ
月に臨時的取扱いを適用する月としない月が混在してもよい。

・ 臨時的取扱いを適用した場合であっても、カットオフ値について
はこれまでどおりの方法で算出する必要がある。加算等の施設基
準の実績要件を満たすかどうか確認いただきたい。

後発医薬品の出荷停止等を踏まえた診療報酬上の臨時的な取扱い

厚生局への実績報告9月末締切！
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本
紙
１
０
０
０
号
（
５
月

20
日
号
）
の
企
画
「
１
０
０

０
号
記
念
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
の
各
賞
当
選
者
の
中

か
ら
、
Ａ
賞
に
当
選
し
た
尾

崎
純
一
先
生
（
尾
崎
歯
科
）

に
企
画
の
感
想
な
ど
を
伺
い

ま
し
た
。

¦「
１
０
０
０
号
記
念
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」の
企
画
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か

　

会
員
が
参
加
で
き
る
と
て

も
良
い
企
画
で
し
た
。
北
海

道
保
険
医
新
聞
は
、
道
内
の

他
医
療
団
体
の
広
報
紙
よ
り

も
長
い
年
月
を
か
け
て
発
刊

さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
保
険

医
会
自
体
も
70
年
以
上
活
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
歴
史
あ

る
会
に
所
属
し
、
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
保
険
医
会
の
新
聞

は
医
療
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
日
頃
か
ら
役
立
て

て
い
ま
す
。
私
も
歯
科
医
師

と
し
て
、
今
後
も
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

¦

当
選
し
た
お
気
持
ち
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
大
変
嬉
し
い
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
歯
科
材
料
の
在

庫
管
理
や
患
者
さ
ん
に
症
例

等
を
見
せ
る
た
め
にiPad

を

応
募
し
ま
し
た
。
今
後
歯
科

医
療
に
役
立
て
た
い
で
す
。

︱
企
画
に
参
加
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
会
員
の
先
生
方

が
楽
し
め
る
企
画
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
、
本
院
が
江
別
に

あ
る
精
神
科
病
院
の
サ
テ
ラ

イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
雇
わ
れ

院
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
医
学
部
に
入
学
し
た

の
は
ち
ょ
う
ど
40
年
前
。
そ

の
少
し
前
か
ら
「
医
者
余
り

が
起
き
る
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
医
学
部
に
入
学
し

た
時
、「
お
め
で
と
う
」
の
後

に
「
か
わ
い
そ
う
」
と
言
わ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、

は
た
し
て
40
年
後
は
︙
余
る

ど
こ
ろ
か
全
く
足
り
な
い
。

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
本
院
も

患
者
さ
ん
で
あ
ふ
れ
、
も
う

手
一
杯
。
医
師
の
募
集
を
か

け
て
も
反
応
が
良
く
な
い
。

　

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
は
毎

日
本
当
に
多
く
の
患
者
さ
ん

が
来
院
さ
れ
ま
す
。
患
者
さ

ん
が
多
す
ぎ
て
、
申
し
訳
な

い
こ
と
に
私
の
外
来
は
今
現

在
原
則
新
患
を
受
け
て
お
り

ま
せ
ん
。
幸
い
な
こ
と
に
、

本
院
か
ら
数
名
応
援
の
先
生

が
来
て
新
患
を
診
て
く
れ
て

は
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら

の
先
生
方
の
外
来
も
も
う
ほ

ぼ
飽
和
状
態
。
私
は
診
療
や

雑
用
の
他
に
、
数
カ
所
の
施

設
の
訪
問
診
療
や
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
、
教
育
関
係
の

公
職
を
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

務
め
て
お
り
、「
体
が
5
つ
欲

し
い
！
」
と
思
う
く
ら
い
で

す
。
多
忙
に
加
え
加
齢
に
よ

る
体
力
低
下
も
あ
り
心
身
共

に
ヘ
ト
ヘ
ト
。
加
え
て
現
状

で
は
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ

に
は
応
え
き
れ
て
お
ら
ず
、

も
の
凄
い
ジ
レ
ン
マ
。
40
年

前
の
こ
と
を
思
う
と
、「
ど
こ

が
医
者
余
り
な
ん
だ
！
」
と

憤
慨
し
た
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
医
療
Ａ
Ｉ
が
活

躍
し
、
科
に
よ
っ
て
は
医
師

が
い
ら
な
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
も
研
究
が
進

み
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
病
気
の
存
在
が
判

明
し
た
り
、
人
間
な
ら
で
は

の
精
神
心
理
面
へ
の
配
慮
な

ど
、
医
師
の
仕
事
は
な
く
な

る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
そ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
レ

ベ
ル
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て

い
き
、
む
し
ろ
今
よ
り
も
仕

事
が
増
え
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、医
師
の
仕

事
は
臨
床
だ
け
で
は
な
く
、研

究
や
行
政
、医
療
サ
ー
ビ
ス
等

の
民
間
の
仕
事
な
ど
、
多
様

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
優
秀
な

医
師
が
数
多
く
誕
生
し
て
い

く
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

で
、
と
り
あ
え
ず
は
ど
な

医
者
余
り

医
者
余
り
!!?!!?

　
　
　
　
北
広
島
支
部

北
広
島
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

穴
澤　
龍
治

た
か
私
の
法
人
に
入
職
し
て

一
緒
に
仕
事
を
し
ま
せ
ん

か
？
お
給
料
や
お
休
み
な
ど
、

待
遇
は
か
な
り
良
い
方
で
す

よ
。
ご
希
望
の
先
生
は
私
へ

ご
連
絡
を
‼ 

ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で
思
い

切
っ
て
申
し
込
ん
だ
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ

が
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
改

め
て
気
付
き
考
え
さ
せ
ら
れ

る
事
が
多
く
あ
る
。
児
童
文

学
は
自
ら
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
と
の
対
話
を
経
ず
し
て
は

語
れ
な
い
世
界
だ
と
い
う
こ

と
。

　

人
の
心
の
奥
に
培
わ
れ
て

き
た
存
在
感
や
光
へ
の
渇
望

が
メ
ル
ヘ
ン
で
あ
り
そ
の
語

源
は
「
輝
き
」
だ
。
そ
れ
は
、

年
齢
、
性
別
、
民
族
、
職
種

を
超
え
た
、そ
れ
ら
の
壁（
ペ

ル
ソ
ナ
）
を
外
し
た
後
の
最

後
に
残
る
人
間
の
心
の
砦
な

の
だ
。

　

私
達
が
次
の
世
代
へ
と
伝

承
し
て
い
く
心
の
文
化
財

だ
。
自
分
の
子
育
て
中
は
無

我
夢
中
で
我
が
子
に
「
あ
の

頃
は
？
」
と
聞
か
れ
て
も
思

い
出
せ
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
。

ま
し
て
や
児
童
文
学
な
ど
考

え
ず
に
手
近
な
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
て
い
た
。

　

学
び
直
す
事
で
自
分
の
子

育
て
を
振
り
返
り
も
う
一
度

歩
み
直
す
事
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　

想
像
の
世
界
に
開
か
れ
て

い
る
子
供
時
代
、
瞑
想
的
な

老
人
の
あ
り
方
。
子
供
は
そ

こ
で
魂
を
形
成
し
、
現
実
に

適
応
す
る
大
人
の
あ
り
方
を

経
て
老
人
は
そ
の
魂
の
中
に

生
き
る
、
そ
れ
が
人
間
の
一

生
で
あ
ろ
う
と
ユ
ン
グ
の
心

理
学
で
は
言
っ
て
い
る
。

　

心
の
財
産
を
残
す
、
ば
ー

ば
の
新
し
い
挑
戦
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。

　

還
暦
を
過
ぎ
る
頃
４
人
の

孫
の
ば
ー
ば
に
な
っ
た
。
世

界
に
は
様
々
な
事
が
起
こ
り

地
球
環
境
問
題
な
ど
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
考
え
る
と
明
る

く
な
い
事
ば
か
り
に
目
が
い

っ
て
し
ま
う
。

　

な
ら
ば
、
明
る
い
こ
と
を

見
つ
け
、
そ
こ
に
目
を
向
け

拡
大
し
、
未
来
を
楽
し
み
に

生
き
て
い
け
る
方
法
を
探
し

て
行
け
ば
良
い
の
で
は
な
い

か
。

　

な
ど
と
考
え
て
い
た
時
に

私
が
所
属
し
て
い
る
小
樽
南

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
工
藤
左
千
夫
先
生

が
理
事
長
を
務
め
て
お
ら
れ

る
絵
本
・
児
童
文
学
研
究
セ

ン
タ
ー
を
知
る
事
が
で
き
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
２
年
半
に
渡
る
研
修
が
あ

り
、
全
く
の
理
系
で
生
き
て

来
た
私
に
と
っ
て
は
高
い
ハ

ー
ド
ル
で
あ
っ
た
が
新
し
い

事
へ
の
挑
戦
は
今
の
私
の
テ

絵
本
・
児
童
文
学
研
究

絵
本
・
児
童
文
学
研
究

�

セ
ン
タ
ー
と
の
出
逢
い

セ
ン
タ
ー
と
の
出
逢
い

小
樽・後
志
支
部　
佐
藤
歯
科

佐
藤　
友
美

　「1000号記念クロスワードパズル」の正解は、A賞「センゴウ」�
B賞「タッセイ」C賞「オメデトウ」でした。たくさんのご応募をい
ただきありがとうございました（応募総数349通）。
　正解者の中から厳正なる抽選の結果、下記の15名の方が当選されま
した（氏名と勤務先医療機関の所在地を掲載）。おめでとうございます。

A 賞

C 賞

iPad（第10世代）Wi-Fiモデル64GB　シルバー　当選者(５名)

Nintendo�Switch(有機ELモデル)Joy-Con(L)/(R)ホワイト　当選者(５名)

※当選者の方には７月上旬頃賞品を発送しています

尾崎　純一先生（札幌市中央区）� 大滝　達哉先生（帯広市）
島貫　光裕先生（札幌市西区）� 藤澤　康聡先生（小樽市）
柳谷　玲央先生（黒松内町）

B 賞
ダイソンホット&クール空気清浄機能付ファンヒーター　当選者(５名)

五十嵐衣つ華先生（北見市）� 井門　　明先生（美唄市）
小池　裕一先生（東神楽町）� 白木　雅之先生（網走市）
原田　明律先生（占冠村）

荒川　卓哉先生（士別市）� 河村　和之先生（北斗市）
木村　　孝先生（帯広市）� 辰巳　研一先生（札幌市豊平区）
富樫　直美先生（札幌市白石区）

※補償内容はプランによって異なります。詳細はパンフレットにてご確認ください

情報漏えいやサイバー攻撃に起因する、
賠償損害、費用損害、利益損害を補償する保険です

サイバー攻撃の備えは万全ですか？サイバー攻撃の備えは万全ですか？

サイバープロテクターサイバープロテクター

TEL�011-231-6281北海道保険医会
資料請求·お問合せ先

取扱代理店　合同会社 保険医サポート北海道
引受保険会社　三井住友海上火災保険株式会社（ ）

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

①法人加入の場合の保険料は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③剰余金が生じた場合は配当金としてお支払いします！
④面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。

メ
リ
ッ
ト

〈お申込み資格〉・会員·配偶者…満65歳６カ月未満の方
　　　　　　　・こども…満２歳６カ月超　満22歳６カ月以下の方

月額保険料と保障金額 ＜会員本人 男性の場合＞ ※一部抜粋
保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円
46～50歳 14,100円 11,750円 2,350円 1,175円
51～55歳 20,520円 17,100円 3,420円 1,710円
56～60歳 29,640円 24,700円 4,940円 2,470円
61～65歳 45,360円 37,800円 7,560円 3,780円

死亡時・高度障害時に
お支払いする保険グループ保険グループ保険 2021年度配当率

30.66％ !

♦最長730日までの長期保障
♦ 掛金は加入時のまま満期まで変わりません
♦ 掛け捨てではありません（加入後３年以上
の場合）

♦ 自宅療養でも代診
をおいても給付

♦ 所得補償などとの
重複受給もＯＫ

保険医休業保障共済保険保険医休業保障共済保険

～突然の病気やケガでの休業も安心～

申 込 期 間 5 月 26 日～9 月14日
責任開始日 12 月 1 日 募集中

当 ン タ ビ ュ ー選 者 イ

１０００号記念 クロスワードパズル１０００号記念 クロスワードパズル
▶
Ａ
賞
に
当
選
し
た
尾
崎
純
一
先
生

当選者発表
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定
　
　
年

理
事
会
だ
よ
り

〈
６
月
〉

10
日　

�

接
遇
・
電
話
対
応
マ

ナ
ー
講
座

27
日　

第
3
回
理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　

50
代
も
半
ば
を
過
ぎ
、
ふ

と
思
う
の
は
あ
と
何
年
今
の

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
余
生
を
語
る
に
は
流
石

に
ま
だ
早
い
と
思
い
た
い
が
、

仕
事
の
引
き
際
と
い
っ
た
も

の
を
よ
り
リ
ア
ル
に
考
え
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

開
業
医
で
あ
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
た
と
き
、
思

い
つ
く
の
は
定
年
が
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
若
い
こ
ろ
な

ら
ば
、定
年
が
な
い
＝
死
ぬ
ま

で
働
く
、
と
い
う
考
え
も
よ

ぎ
ら
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、

50
代
も
後
半
に
な
る
と
60
歳

以
降
も
自
分
の
や
る
気
次
第

で
働
け
る
あ
り
が
た
み
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
る
。
な
に
よ

り
も
あ
り
が
た
い
の
は
現
在

自
分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル

を
そ
の
ま
ま
継
続
で
き
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
や
る
気

次
第
で
今
以
上
に
技
術
を
上

げ
る
こ
と
も
十
分
可
能
だ
。

　

定
年
後
、
現
在
の
仕
事
の

技
術
を
継
続
し
た
仕
事
に
就

く
、
い
わ
ゆ
る
継
続
雇
用
の

期
間
と
い
う
の
は
多
く
の
企

業
で
は
5
年
ほ
ど
と
い
う
の

が
大
多
数
と
の
こ
と
。
だ
と

す
る
と
本
当
の
意
味
で
の
定

年
が
65
歳
以
降
と
す
る
な
ら

ば
、
今
の
仕
事
を
あ
と
10
年

も
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
か
、
10
年
し
か
働
け
な
い

と
思
う
か
。歯
科
医
師
以
外
の

職
業
に
就
い
て
い
た
の
な
ら

定
年
後
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
の

か
正
直
想
像
す
ら
で
き
な
い
。

　

ち
な
み
に
海
外
で
は
定
年

そ
の
も
の
が
な
い
国
も
珍
し

く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
定

年
制
度
そ
の
も
の
が
法
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
意

思
で
定
年
の
年
齢
を
決
定
し

て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
初

頭
の
平
均
リ
タ
イ
ア
年
齢
が

57
歳
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

２
０
１
２
年
で
60
歳
、
２
０

１
４
年
で
62
歳
と
年
々
上

昇
。
現
在
就
労
し
て
い
る
人

の
リ
タ
イ
ア
し
た
い
年
齢
の

平
均
は
66
歳
と
の
こ
と
。
理

由
は
平
均
寿
命
が
延
び
る
な

か
、
ア
メ
リ
カ
で
も
老
後
の

資
金
を
不
安
に
思
う
人
が
増

え
て
い
る
か
ら
。
年
金
の
満

額
受
給
年
齢
は
年
金
制
度
改

革
に
よ
っ
て
65
歳
か
ら
67
歳

ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
そ
の

へ
ん
の
厳
し
い
事
情
は
あ
ま

り
日
本
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

だ
。

　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
多
く
の
仕
事

が
消
失
す
る
と
い
わ
れ
て
久

し
い
が
、
医
師
の
地
域
偏
在

は
ま
だ
ま
だ
解
消
さ
れ
ず
、

今
後
歯
科
医
師
の
数
は
減
っ

て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
よ
う

だ
。
老
後
を
思
い
煩
う
よ
り

自
己
研
鑽
に
努
め
た
い
と
思

う
。�

（
林
）

■
第
3
回
理
事
会

日
時　

6
月
27
日（
火
）

場
所　

�

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

7
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

第
11
回
代
議
員
総
会
に
つ

い
て

③�
保
団
連
代
議
員
、
専
門
部

員
の
交
代
に
つ
い
て

④�

各
種
委
員
会
の
委
員
委
嘱

に
つ
い
て

⑤�

保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道

の
社
員
人
事
に
つ
い
て 

⑥�

あ
は
き
同
意
書
発
行
調
査
、

オ
ン
ラ
イ
ン「
請
求
」義
務

化
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

渡
部　

英
次
先
生

4
月
18
日
ご
逝
去（
90
歳
）

近
藤　

文
衛
先
生

5
月
9
日
ご
逝
去（
87
歳
）

清
水　

幸
彦
先
生
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　新型コロナに係る診療報酬上の臨時的な取扱いのうち、電話や情報通信機器
等を用いた診療等に係る特例が7月31日をもって終了します。これにより、8
月以降も情報通信機器を用いた診療（いわゆるオンライン診療）を行う場合は

「情報通信機器を用いた診療」（初診料251点、再診料73点）の届出が必要（す
でに届出済みの医療機関は改めての届出は不要）です。オンライン診療は、厚
労省の「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（以下、指針）に沿って
実施することとされています。その概要をお知らせします。詳細については北
海道厚生局HP等をご確認願います（2023年7月１日時点）。

■　オンライン診療とは
　2022年度改定で情報通信機器を用いた場合の点数が導入され、従来のオン
ライン診療料は廃止されました。主な変更点は  表  のとおりです。
　算定には届出が必要で、患者の状況によって当該医療機関において対面診療
を提供することが困難な場合には他医療機関と連携して対応できることなどが
求められています。指針では、厚労省のオンライン診療研修の受講が義務づけ
られています。
　特定疾患療養管理料などの医学管理料には情報通信機器を用いた場合の点数
が設けられ、対象の患者にオンライン診療を実施した場合に併せて算定できます。
　また、オンライン診療では処方が可能で、処方箋の備考欄には「情報通信」
と記載します。
　情報通信機器の運用に要する費用は、療養の給付と直接関係ないサービス等
の費用として患者から別途徴収できます。
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こんな方におすすめ
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■　初診時の留意点など
　指針では初診からのオンライン診療は、原則「かかりつけの医師」（対面診
療を重ねているなど、患者との関係がすでに存在する医師）が行うこととされ
ています。それ以外の医師でも、医学的情報が充分に把握でき、患者の症状と
合わせて診療が可能と判断した場合や、診療前相談を実施することで初診を行
うことができます。
　初診時の投薬には制限があり、麻薬・向精神薬の処方や、基礎疾患等の情報
が把握できていない患者に対して８日分以上の処方などはできません。
　また定例報告が求められており、毎年7月に、前年度のオンライン診療の実
施状況と件数の報告が必要です。

参考　＜�「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に関する
Ｑ＆Ａ（一部抜粋）＞

　　　�同一の患者の、同一疾患について、複数の医療機関が診療を行う場合、
対面診療を行っている医療機関があれば、その他の医療機関が当該患
者に対してオンライン診療のみを行うことが認められますか。

　　　�同一の患者の、同一疾患について、複数の医療機関が診療を行う場合
において、オンライン診療を行うのであれば、オンライン診療と対面
診療を適切に組み合わせて実施することが原則です。その際、結果と
して、当該患者の当該疾患に対して、対面診療を実施する医療機関と
オンライン診療を実施する医療機関が分かれることも考えられます。
このような場合には、当該患者の医療情報について対面診療を行う医
療機関とオンライン診療を行う医療機関で十分な連携をもって行って
ください。

　　　�「診療計画」は診療録とは別に作成する必要がありますか。また、「診
療計画」の内容を口頭で患者に伝えることは可能ですか。

　　　�「診療計画」の内容は、通常診療録に記載するような内容であると考
えられるため、「診療計画」を診療録と一体的に作成することは可能
です。診療録等に記載した上で、情報を正確に伝えるために「診療計画」
の内容は文書、メール等で患者に伝えることが望ましいですが、患者
の不利益とならない限りにおいては、「診療計画」の内容を口頭で患
者に伝えることも可能です。なお、メールで伝える際には個人情報の
取り扱いに注意してください。

　　　�患者が身分証明書を保持していないなど、本指針に沿った本人証明を
行うことができない場合はどうすればよいですか。

　　　�オンライン診療の場合には、直接の対面による本人確認ができていな
いことから患者の顔写真付きの身分証明書を確認することが望ましい
です。顔写真付きの身分証明書がなく、２種類又は１種類の身分証明
書を用いた本人証明を行うこともできない場合には、患者の事情を考
慮して身分証明書に準ずる書類を確認する等の対応を行ってください。
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8月以降もオンライン診療を
継続する場合は届出が必要

現行の情報通信機器を用いた診療 廃止されたオンライン診療料

対象患者

「オンライン診療の適切な実施に関
する指針」に基づき、医師が情報通
信機器を用いた診療の実施が可能と
判断した患者

継続的に対面診療している特定疾患
療養管理料の対象患者

対面診療
の有無

特に定めはなく指針に沿って実施
※�一般社団法人日本医学会連合が作
成した「オンライン診療の初診に
適さない症状」等を踏まえて医師
が判断し、オンライン診療が適さ
ない場合には対面診療を実施する
（対面診療が可能な医療機関を紹
介する場合も含む）

事前に連続する３カ月以上の対面診
療と開始後は3カ月に1回の対面診
療が必要

算定回数 診療ごとに算定可能（回数制限なし）月1回（対面診療実施月は算定不可）

 表   オンライン診療の主な変更点


